
Ornament & Crime 1.3 (12) Viznutcracker, sweet! 
 
Viznutcracker, sweet! は、いくつかの “bytebeats” シグナル・ジェネレーターの実験的実装
である。 
“bytebeats” とは⽅程式（実際には再帰関数）のことで、たいていの場合は 1 ⾏のプログラ
ムコードとして表現され、通常は様々なビットレベルの演算⼦を含み、増分する位相値で評
価 (evaluate) されると、オーディオレートでは、あらゆる種類のハーシュデジタルノイズが
発⽣する。そのうちのいくつかは⾳楽的に、あるいは少なくとも⾯⽩く聞こえる。 
“bytebeats” は、2011 年に viznut（Ville-Matias Heikkilä）によって初めて世に⽰された。 
 

 
 
出⼒は、オーディオ信号として使⽤される場合、bytebeats の特徴である⾼周波のエイリア
シングやその他の効果による不快なデジタルの「⾦切り声 (screech)」の少なくとも⼀部を
除去するために、通常、ローパスフィルタでかなり⼤きくフィルタリングする必要がある。
このデジタル・エイリアシングは、bytebeats の動作の基本特性であり、o_C モジュールの
ハードウェア的な制限によるものではない。 
 

https://countercomplex.blogspot.com/2011/10/algorithmic-symphonies-from-one-line-of.html


現在の Viznutcracker, sweet! アプリでは、16 種類のバイトビート⽅程式にアクセスでき
る。このアプリは、チャンネル A〜D までの 4 つの独⽴したバイトビート・ジェネレーター
を提供する。各ジェネレーターの⽅程式、スピード/周波数、3 つの⽅程式パラメータ値
（p0、p1、p2）は、メニューから設定したり、マッピング可能な CV ⼊⼒で電圧制御するこ
とが可能。 
 
バイトビート・ジェネレーター・モジュールの中ではおそらく唯⼀、Viznutcracker, sweet! 
アプリはジェネレーターを⾮常に遅いレートで動作させることができ、o_C モジュールの出
⼒は DC カップルドであるため、ジェネレーターの出⼒をステップ CV のソースとして使⽤
することができる。例えば、出⼒をクオンタイザー（別の o_C モジュールなど）に⼊⼒する
と、もしかしたら興味深いピッチシーケンス（場合によってはメロディーも…）を作成する
ことができるかもしれない。さらに、このアプリでは、それぞれのバイトビート⽅程式を外
部クロック/トリガー⼊⼒でインクリメントできるため、ステップ CV を他の外部プロセスと
同期して⽣成できる。 
 
制御機能 
 

コントロール 機能 

左エンコーダー（回す） 編集するチャンネル A〜D を選択（全チャンネルは常にアク
ティブ） 

左エンコーダー（押す） （何も起こらない） 

右エンコーダー（回す） ナビゲーションモード：メニュー項⽬を上下に移動する 
値編集モード：編集中の値を増減する 

右エンコーダー（押す） ナビゲーションモードと値編集モードの切り替え 

右エンコーダー（⻑押
し） 

アプリ選択メニュー 

「▲」ボタン（⻑押し） スクリーンセーバーの起動 

「▲」ボタン（押す） ⼀つ次のバイトビート⽅程式を選択する 

「▼」ボタン（押す） ⼀つ前のバイトビート⽅程式を選択する 

 
  



設定 
 

設定 意味 

Equation バイトビート⽅程式を選択する（別表参照）。 

Speed 範囲は 0〜255。255 は 16.7kHz のサンプル・レートに相当する（つま
り、位相累算器は 1 秒間に 16,666 回進む）。レートが低いほど、おおよそ 
2 次関数的にスケーリングされる。つまり、0 は極めて遅い。 

Pitch 範囲は 1〜255。これは⾮常に⼤まかなピッチ設定であり、各⽅程式によっ
て動作が異なる。Pitch の値を上げると、⽅程式の出⼒のいくつかの要素の
ピッチ（周波数）が上がるが、必ずしもすべての要素が上がるわけではな
いので、通常のピッチの増減のようには聞こえないかもしれない。しか
し、その効果は Speed パラメータとは異なって聞こえる。 

Parameter 
0 

選択した⽅程式の 1 つ⽬の調整可能パラメータ。範囲は 0〜255 だが、い
くつかの⽅程式のパラメータ設定によっては何も出⼒が得られなかった
り、位相累算器のすべての値に対して出⼒が得られなかったりする（我慢
のしどころ）。 

Parameter 
1 

選択した⽅程式の 2 つ⽬の調整可能なパラメータ。Parameter 0 と同様。 

Parameter 
2 

選択した⽅程式の 3 つ⽬の調整可能なパラメータ。Parameter 0 と同様。 

Loop 
mode 

ループモードを有効にする。このモードでは、位相累算器は 0〜
4,294,967,296 の間ではなく、特定の開始値と終了値の間でループするよう
に制約される。 

Loop 
begin ++ 

ループ開始点を設定する。設定の幅は⼤ (coarse)。範囲は 0〜255。 

Loop 
begin + 

ループ開始点を設定する。設定の幅は中 (medium)。範囲は 0〜255。 

Loop 
begin 

ループ開始点を設定する。設定の幅は⼩ (fine)。範囲は 0〜255。 



設定 意味 

Loop end 
++ 

ループ終了点を設定する。設定の幅は⼤ (coarse)。範囲は 0〜255。 

Loop end 
+ 

ループ終了点を設定する。設定の幅は中 (medium)。範囲は 0〜255。 

Loop end ループ終了点を設定する。設定の幅は⼩ (fine)。範囲は 0〜255。 

Trigger 
input 

4 つのトリガー⼊⼒（TR1〜TR4）のうち、どのトリガー⼊⼒を Step 
mode のトリガー⼊⼒に使⽤するかを設定する。Step mode がオフのとき
は、どのトリガー⼊⼒をそのチャンネルの位相累算器のリセットに使⽤す
るかを指定する。 

Step 
mode 

オンに設定すると、Trigger input 設定で指定されたデジタル（トリガー）
⼊⼒でトリガーまたはクロックパルスを受信したときに、位相累算器がイ
ンクリメントされる。オフに設定すると、Trigger input 設定で指定された
トリガー⼊⼒でトリガー（またはパルス/クロックの⽴ち上がり (rise) エッ
ジ）を受信すると、位相累算器（バイトビート⽅程式の変数 𝑡）がリセッ
トされ、バイトビートの “tune” または “melody” がリセットされて先頭に
戻る効果、または Loop mode が有効な場合はループ開始点に戻る効果が
ある。 

CV1 -> このチャンネルで CV1 をどのパラメータにマッピングするかを指定する。
選択肢は off、eqn、spd、p0、p1、p2、beg++、beg、end++、end、
pitch。 

CV2 -> CV2 ⼊⼒からのマッピング（CV1 と同様） 

CV3 -> CV3 ⼊⼒からのマッピング（CV1 と同様） 

CV4 -> CV4 ⼊⼒からのマッピング（CV1 と同様） 

 
  



⽅程式の
名前 

⽅程式のソース 

hope “atmospheric, hopeful” via royal paw 

love the equation by stephth via here at 3:38 

life the second equation listed here 

age “Arp rotator” via Microbe Modular Equation Composer Ptah bank 

clysm “BitWiz Transplant” via Microbe Modular Equation Composer Ptah bank 

monk “Vocaliser” via Microbe Modular Equation Composer Khepri bank 

NERV “Chewie” via Microbe Modular Equation Composer Khepri bank 

Trurl “Tinbot” via Microbe Modular Equation Composer Sobek bank 

Pirx “My Loud Friend” via Microbe Modular Equation Composer Ptah bank 

Snaut “”A bit high-frequency, but keeper anyhow” via Microbe 
Modular Equation Composer Khepri bank 

Hari “The Signs” via Microbe Modular Equation Composer Ptah bank 

Kris “Light Reactor” via Microbe Modular Equation Composer Ptah bank 

Tichy “Alpha” via Microbe Modular Equation Composer Khepri bank 

Bregg “Hooks” via Microbe Modular Equation Composer Khepri bank 

Avon “Widerange” via Microbe Modular Equation Composer Khepri bank 

Orac “Abducted” via Microbe Modular Equation Composer Ptah bank 

 
⼊出⼒ 
 
TR1〜TR4 と CV1〜CV4 は、上記のようにメニューからチャンネルごとにマッピング可能。
チャンネル A〜D の出⼒はそれぞれ出⼒ A〜D に割り当てられる。 
  

https://www.youtube.com/watch?v=tCRPUv8V22o
http://xifeng.weebly.com/bytebeats.html
https://github.com/clone45/EquationComposer/blob/master/EquationBankPtah.cpp
https://github.com/clone45/EquationComposer/blob/master/EquationBankPtah.cpp
https://github.com/clone45/EquationComposer/blob/master/EquationBankKhepri.cpp
https://github.com/clone45/EquationComposer/blob/master/EquationBankKhepri.cpp
https://github.com/clone45/EquationComposer/blob/master/EquationBankSobek.cpp
https://github.com/clone45/EquationComposer/blob/master/EquationBankPtah.cpp
https://github.com/clone45/EquationComposer/blob/master/EquationBankKhepri.cpp
https://github.com/clone45/EquationComposer/blob/master/EquationBankPtah.cpp
https://github.com/clone45/EquationComposer/blob/master/EquationBankPtah.cpp
https://github.com/clone45/EquationComposer/blob/master/EquationBankKhepri.cpp
https://github.com/clone45/EquationComposer/blob/master/EquationBankKhepri.cpp
https://github.com/clone45/EquationComposer/blob/master/EquationBankKhepri.cpp
https://github.com/clone45/EquationComposer/blob/master/EquationBankPtah.cpp


スクリーンセーバー 
 
My God, itʼs full of stars! 
 
Tips 
 
・上記のように、バイトビートジェネレーターを⾮常に遅いレートで使⽤して、CV を⽣成
することができる。これをクオンタイザーに⼊⼒してピッチ・シーケンスを⽣成したり、ポ
ルタメントやスルーリミッターを通して⾯⽩い滑らかなモジュレーション信号を⽣成した
り、そのままフィルターなどのモジュレーションに使⽤したりできる。 
 
・オーディオレートで動作するバイトビートの出⼒から、⾼⾳の「⾦切り声」を除去するた
めに、ローパスまたはシェルフフィルターを通して処理する。 
 
・モジュレーションをゆるやかにするために、バンドパスフィルター（Mutable 
Instruments Shelves など）、または他の複雑なフィルターの組み合わせを通して、出⼒を処
理する。 
 
・パーカッシブなエンベロープとともに出⼒を VCA やフィルターに通すと、⾯⽩いパーカッ
シブなサウンドが得られる。エンベロープを開始させるのと同じトリガーやゲート信号を使
って、バイト・ビート・ジェネレーターの位相をリセットする。ゆるやかなモジュレーショ
ンを使って周波数やレートをゆっくり変化させたり、ループの開始点と終了点を 「スクラ
ブ 」して、パーカッシブな⾳の性質を変化させる。 


